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１ 現状と経過 

（１） 女子差別撤廃条約（正式名称 女子に対するあらゆる形態の差別の撤廃に関する条約） 

締結国１８９か国（２０２３年１１月現在） 

ア １９７９年１２月 第３４回国連総会において条約が採択 

イ １９８０年 ７月  女子差別撤廃条約に日本が署名 

ウ １９８５年 ６月  女子差別撤廃条約を日本が批准 

（２） 女子差別撤廃条約選択議定書（正式名称 女子に対するあらゆる形態の差別の撤廃に関する

条約選択議定書）締結国１１５か国（２０２３年１０月現在） 

ア １９９９年１０月 第５４回国連総会において採択 

イ ２０００年１２月 発効（日本は批准していない） 

 

 【女子差別撤廃条約選択議定書とは】 

  ・選択議定書は、条約の実効性強化のため、個人通報制度、調査制度などについて定めている。 

・「個人通報制度」は、条約で保障された人権を侵害された被害者が、国内の救済手続きを尽く

した後、国連に設置されている「女子差別撤廃委員会」に通報し、この通報を委員会が検討の

上、委員会としての見解を締約国に通知する制度 

  ・「調査制度」は、通報された内容をもとに「女子差別撤廃委員会」が調査を行い、結果と措置

を締約国に通知する手続きを行うもの 

 

２ 国における検討状況 

（１）選択議定書に規定される個人通報制度については、「国内の確定判決と異なる内容の見解が出

された場合」、「通報者に対する損害賠償や補償の要請を求められた場合」、「法改正を求める見

解が出された場合」等について、我が国の司法制度や立法制度との関係でどう対応するかとい

う論点があるとされている（令和２年３月２６日参議院外交防衛委員会における茂木外務大臣

答弁）。 

（２）第５次男女共同参画基本計画（令和２年１２月策定）において「女子差別撤廃条約の選択議定

書については、諸課題の整理を含め、早期締結に向けて真剣な検討を進める」とされている。 

（３）人権に関する様々な条約に基づき設置された委員会等に対する個人からの通報事例を可能な

限り収集し、同委員会等の対応等について研究するため、「個人通報制度関係省庁研究会」を開

催している（直近では、令和３年８月２６日に、省庁関係者及び国連の委員会の委員を務める

外部講師が参加して開催されている）。また、我が国の「女子差別撤廃条約実施状況第９回報告

（令和３年９月）」において、「引き続き、各方面から寄せられる意見も踏まえつつ、制度の受入

れの是非につき、真剣に検討を進めていく」とされている。 

（４）我が国は、女子差別撤廃条約のほか、同様に個人通報制度を規定している自由権規約、児童の

権利条約、障害者権利条約、社会権規約の選択議定書を批准していない。 
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                          他都市における意見書の採択状況 

 

１ 政令指定都市における意見書の採択状況 

・札幌市議会（令和４年１２月） 

「女性差別撤廃条約選択議定書の批准にむけた速やかな検討を求める意見書」：全会一致 

・さいたま市議会（令和２年３月） 

「女子差別撤廃条約選択議定書の速やかな批准を求める意見書」：賛成多数で可決 

・横浜市会（令和５年９月）※請願 

「女性（女子）差別撤廃条約選択議定書の早期批准を求める意見書の提出方について」：賛成少

数、不採択 

・新潟市議会（令和２年１２月） 

「女性差別撤廃条約選択議定書の速やかな批准を求める意見書」：賛成少数、否決 

・京都市会（令和４年１２月） 

「女子差別撤廃条約選択議定書の批准に関する環境整備を求める意見書」：全会一致 

・大阪市会（令和３年９月） 

「女性差別撤廃条約選択議定書の速やかな批准に向けた環境整備を求める意見書」：全会一致 

・神戸市会（令和５年３月）※請願 

「日本政府に女性差別撤廃条約選択議定書のすみやかな批准を要請する意見書提出を求める請願」 

 ：賛成少数、会期末をもって審議未了 

・北九州市議会（令和元年６月） 

「女子差別撤廃条約選択議定書の速やかな批准を求める意見書」：全会一致 

 

２ 神奈川県内における意見書の採択状況（政令指定都市を除く） 

・神奈川県議会（令和４年１２月）※陳情 

「女性差別撤廃条約選択議定書のすみやかな批准を求める意見書提出の陳情」：継続審査多数 

・横須賀市議会（令和５年９月）※請願 

「女性差別撤廃条約選択議定書の批准を求める意見書の提出について」：全会一致 

・座間市議会（令和４年９月） 

「女性差別撤廃条約選択議定書の批准を早急に求める意見書」：賛成多数で可決 

・中井町議会（令和４年９月） 

「女性差別撤廃条約選択議定書の批准を早急に求める意見書」：賛成多数で可決 
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